
Z78 _i:禁 火 恭 払 全 態 鰐 llや 節3戟

塵支見ない｡ 2) Vl亡lor_Ire)crarld 0 Stirber lュer.5,2O3

a;Eノクt'ル構成に対する NaOHの招加免は 7 ⊥ (1872)

ノール ツgレyを相読実として丁圧小和した附近 3) WELhte71 Bcr,40,3216.4301(ln7)

が上し｡ j･) H I!Hn苧▲E B Ho｡geArld Ji hTVnn-

4 柵 を精加しても収益の相加は秘められない｡ derb■lt lnd Eng Chen,28.339(1936) その

従って良和減収訂bl椛と蒸滞汰nとが爪yitだというこ 他

とになる｡_t!i!の怖件に従って行った㌍段の出刃王は 捜故.Illl H .lSS.lnd じ F ltlky Chem

455.456 459,456,459,457,..'等で,平均 157 Re＼,,32,373(】943)

ヲ･'であった.F,I,lEl料として純度の上いものをは!11ル た 5) T Jk')rdRTldH B HaBS hldEzlgCherr',
機合には 182.Jl87,%'の如きLl好な成鎖がfuらjLた｡ 34 3CO(】942).ド A HnSS.lndL G Ate/1LL･
寒集魚の成班の一部は森川車昭氏が卒粟典酸の一部 tlder ITld Etlg Chem,4】,22仏 (】949)

として施行したものであり文典蛤の柱丑はが1)･=トロ 6) F C IVhLtmOrCatld lI ら WhltmOre

化合物の合成の一一印としそ文部省科学研究矧 こ仰いだ Orglimes)nLhesIS,3,83(】923).邦m p,137

ものである｡紀して脚 の恵を誠わす｡ 7) P P PrlLヱL.lndH 人dkLT)汚j ATn Chem

Soc,53.23･1(193り

8) A l31Ⅴ血ZlgaTldC L Tbeng Chem Abちt,

1) H Ko】be J prakt CJlem. 〔2〕5,427 25.68](193])

(1872)

Preparat10nOfNl【romethanebyKolbelsReaction

ByK NambaandT Yamashlta

T11coptlmum COT)dlt10nforthe)leldoftll)～Prep.lrA110111･LuStudLed

Themolill-rat100frnDtlOChloracctlCaC】(itos∝11um nJtntC】S tlcslredtobe】0-1L.

TheternT氾ratllreOfzlelltmlは軸OZIOfmonochlorzICe一lCLICJdbysodJum h)dro)くldenlAy
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fiVc'Elgeyleld】S457,.iofthelt-CO,CtleZll

(i.lb ofE叩loSlヽ,CS.UnLVerSlt)OfTol､lo)

工 業用電 気雷 管 の発 火理 論

(lrl御 25年 9J】 lOH 受 皿)

日 野 熊 推

(n村 と馬椎式台ji厚仇†'L深耕)

摘 要

El仝Ja及び凍火剤に於ける浩は｣_外とi止誠の鵜合に熱特称作歌 Al及び F2を考慮してJEナ式と班

めた｡発火剤の或迫庇に於げも苑火巡れの柑uL-AeJIeと)に祉l仙こrF席して発火に弊する_iL岬uほ

tASlした｡ DTCkopfの点火jJ損の柿格式が定性的にもRir泊と-致しTzいglと弧 こし,光火に繁ナ8



'rl舟 エAJll花気前苛の発火Jn歯 179

電光 Tlと七光と耕す時間 /= 土木きt:に蛾 M13れることを耶r=した｡¶lLe･11発火1才の組腔であ

る｡･L-(･･ 打 嘉 (- )- α,"I:鞘 の構- ら計恥 .糊 鵬 散であるO-方発火に卒

する州 - -･e･Ae昔 -,王 -(け号l÷ β的 櫓- び点- こ"Lて上刑 のP,昨

秋を:紬 た.又山企枠の温LfE上井 も上のL.州 l】形Jt.tに依1)'JiL柑るが放散 血rAaJとなることもyJ

にし白金線の淋Wrと考烈した｡又能楽の苑地か ら Oは近CLn'･)に 4̂¶qJに時しくなgr･1:-畑nSLの

l淵群が成立する.文誠に放る発火朝悦 を巧群LJL]波動-I.tEL淡が小 二TEもと発火様件が不確実にJlるこ

とを輪L'た■

1 - 般

itl泌 こ依る馬場発火の理論は脈流叉は交誰にLLtろ発

火理論のX軒となるもV)であるから光づ之について研L

死すろD従来の研究としては 1)rckopfの脚 部仰 な

射 り式があるが炎於と合はない.抑 こ発火軸の苑火す

る退姓と祁火Q)蓮jLの溺操は_近年火質埋設の頓死に仏

J)相当明かにILつたがこの定軸的刃緑が D'L'kopr式

には全然窮入れてないのが一軒大きな欠L1人であら｡叉

紫悼辞を文政する凶T･の取締が明汝になってしない ｡

IJ,q描となる孟RT,地租は次の如くであるB I TE流に伐

る白金税内の僻のぢきLEとl監妓｣札 2 白金様かr,雑

火刑への群の移動, 3 加耕された発火物 くそのin虻

に桓L:て発火'_,殺すjim D'ekopfはこの脚 他 一

挙に起るものとした.木前党はこの冊 をBq領に考l;そ

して発火の急出領を,支配する組 子を野Jにせんとする

ものである｡以上Ⅰ野汗の夫には, j 発火粥内の比坦

特稀によl)全部が砧ia ガスとなL)･ 5 この〝ス田突

に依り脚 に良火され, 6 ぱ靭

内を規が頭声拙 脚捕し' 7 この

約両の後-)I-で∽邸l伽 :成立し(ゝI

岩窟 1,品 孟冨讐 芸這琶 '̀,の ･',
この牌 ;報火野テトリ7L･を甜

bL;志 し歪Li.f:dここ芸 讐 警 鶴 ･

胃管は耕 したことになろのであ

つ こ以上の内のどの榊 が失敗し O

-Cも-,L捗にならか.｡以上の各段

階に対してそれぞれ嘘 式が立て

iuるが,5以下はむ しろ蚊料田管

の問題であるから之は別に ｢1窮村

田菅の基酌 婦 究｣として和枝 う

こと すゝる｡DrekopLは芯誌を通

じはじめてから裾火恥 ;発火をLW

始する迄をT点火柑FuZl'nllヱelt

とし子e火し<からタと火榊が全部燃

え爆粉が螺満する超の柑u】をn点

勝時間 t)bさrtr8gut･ghZC･t とし

十′

両者の合計を■比IL.時IiHReaktlO.ISLel一 と考えて睡

･4の講為を打ったが1-妃の 1,2,3が Iとな()'

4.5,6,7,8を 虹 と考えていちが近時の火野の焚段

的理論的研兜の総力王から増えろとこのか ナ方は打即托す
ざるのであっ⊂4ifm の細部の胡前を考放し1:な い こ

とになるから;とに弧づ( Dre】王Opfの細 は多くの群

点を生 じてくるの'C･ある｡

u 発火榊の発火の垂れ

ttogLrlSk),G.lrner, Iゝurnot】T,噂の研究に扶I)明

な如く火iE耕は泊 腔Oに於 ⊂は攻のP抑nの浬九を以っ

て発火する｡l,～_̂ cTi luLAは常軌 L;は汚比

化Lネルギー,Jiは〝ス子方敬である.この共の理論に

ついては捕々の見解があって必ず-Lも解決し'拙さかた

とは云x_か ･が光故上確火の淫九はこの式に伏()良く
式 し得るのでもろ,RoglZISIL),に肱川よこト.･〆 リセ

9ン{･は^-1SXl0-Zd〟6.,Eh=2570Dc.ll, トリニト

ロト̂ ,十一 ,̂では A-78x】C~f',TC-27000,田管細



)ED エ 31火 事 B 仝 tt が Ⅰ‡巷 耶 3サ

の弘的凍 th11]307;)tOmh･及び.L'i火3:7mgに対

して行った舛EB山 (入谷放乏)は乱 1の如くであって

之からA及びF-を東砂ちと,弦鵜野 A-I.ebnO-'･

E_23箔OcJ'1,点火ま.㌔-38×】0-J.Eに】2Ⅷ cJLl,

ロ 直淀に依 るt7I発火の電信

(り 白金投の,3Lま｣二外.屯誰 1.白組 蛭虻 Ⅵ･

FZf班t.長さLとすLL(f一時rii:fLiの発最封土

Q-0秒E rL (kcAl,ohm,爪印 re,houL)PIL
I

辞軟 054は_WzLtt-1】〇･Jte父C- tDyWTJO-lc･hotw･

一方糸のり7I丑 J-4185JOutt･trabrlCから WELLL

hour"･-L･,R･一 一.悪 態 石 ･8･弘 で kcalにft

えろ綿衣である.白金杜の.Ttrl･･I,8!EFを7,iA左上

(i)式の左iZluヰえらiLた仝エネJi･ギーに抑出しもiZT

妨 1耶 i_発火に川いらちろェ寸̂ ･<-にIrL当し窮237

は轍 エ11A･<-に相当ナろ｡無の放火のT=い砂告¢

ち''J､の甘缶には点火ノ)tA ド･+co.uLのtW･で発火

すろ的 ,小鳩 にtt近W,･こ叫二軍 L鴇 ろ･

狂って集 2glの1'が利zlLても ~̀Hは苫しく析加し

()-'-Lり はユ過に洪少す,-'から輪可市2gl･'･諌'yす

ろ｡毎ち弔 ‡泣出として

･l三･÷ (E･争 (- e･)-qI!

A.

又は ･一二 享-(H .'十 ･ ･｡｡)

E3) 羅火Jrの発火l与的.iLまさの発火Yl三そD.31

外をI,-P̀但しや●を披且とすかは O-It̀γ(e'-P･) 虻に放ける-淀の発火召出Lを似て凍火する｡

在て -蕊 (㌔,-P･,･Z ･(,) .[_E_.ど吉 (,い 刀こ｡-¢rEE.細 咽̀ 眺 上

経て Fr P.-州 (2) 外し荏て発火廿のiA妊 JもJ- 5) 2

mL 8一驚 ･ (2)

(2) 莞火箸の漣資.白組 に辞すろ葉火月のJfが

先づ見火するからこの抗弁を等火廿 とZlしそのiAgを

pとし棚 を E'○とする｡発火Alの粥面が白金快に銭

I)額めてか 練8に高ihに畔されると水煮退座が荘だま

i3でもろから発火鞘の恥 肋 :三上外するのは英和
の乱肝に取られることは一･枚の点仲村Iiから明であろ

からこの廿を近位的lこ発火甘と'i王政する｡白金tBから

入り込むrl は LI(0,-e)で又確火廿から遇放すろ焦

廿 ミ11(e-po) でおろ｡確火Ilの温まだ化は夷式の

如くなる｡ 意 -,,(0,-0)一柳 -P｡) (3′)

しかろL=p-.FLZドL+Flであるから.

意 ･(- )- nI!･･- +LZ)r (3,′)

A-tl+1号.b･FAIqド,F-叫 と13けは

意 .▲O-叫 { (3)

常故変化班に伏l)(3)を解けLf

8-浅 (L･-り･B･一日･÷ (一′)

,-Qに於て温姿は三王皿で 11-94穏って

井するから-N古いiW に於け

ろ 一にlaり発火すろ27'5'JiLい
ことに,たる｡謀反に発火のもろ

i1匹時間のEE鎌は発火府の棟

鴨瑚 F-(3)と確火迅れF'

(a)の細 :窪小の.-Rでriilめ ら

jtろ｡その状況はEil3のLの如

くf=ろ｡ Fl(lT)に対してBt)の姑
近式 (丘)を川いlLL王発火がti:ち

iSの淵 Ii I-FLO)-Fl(〟

･F州 -(÷ (川 .i-A)
_且

+A'EEe (8)

回

0.--l≡+a+e- CDち 8-▲{ 之帥 ')に入lL è
･-÷ (LL-I-"-小 さ･･ ･.(4)

(1)式が発火廿のii皮Qと時仰 Jの馬係を与え ろ .

酌 p-一半 (如 rA･-,)･e･･ .(一)′

･･:-÷ (..チ )(8-e･).石去 (･-llりド ･(5)

･･･

･･∴

.I.f･-i長･7

を

着
-

-

q>

白

芸
-
幽

隅臓静
観

I

t&藩政



rl野 工兼Jr)確免;打管の発火項B 18Z

以上匂- 佃 28,ち明である｡ 即ちrl脚 Lに対しては白蟻 の加:(ul-仙 ポ
dL dF A AF. ] I- k
-7i訂-有 -丁 - 盲 ~軒 eJWlD (y) だけ満iaであると考えられろ｡

(5) 紅ぬ こ快ろ災除と蛸 との比較 ,一定過度で

印ち eTe

(9)を(8)式に入れ発火迄の時間は

(9) [BT板する円板の川辺の-粉 をTi折哉地に保ち同紙作

川砂特を.pBlmlして発火にKLする布津血狙拶時 L.ml1ll-

sc印nd と苑火TE渋 IIZltTIPCrCとの襲伽を行った l例
o:lR T.

Ll=÷ (p- Poト は十T T (】q) は如 如くである｡E･- 一讃･紛 PL907･,･I"07･,
忙隆 003mm長さ340mm抵抗 1】5土01-a(150C)

又は L･-謹 碧 く… 笠 木 1̀0' 矧 t川 )酬 拡 h'=剛 ‖ 点朋映帖抵抗 (1)】29士O5･Q(M (I)075･qj=059

(4)iBi妊式と発火時間の式 ,熟 こ葵蛤と此較する跡 二 次 】 促桝 岬と発火成城

-蕊 (0-00,-は (‖) 照 ……≡ …≡; …≡ ;三8:≡ ………言

巡虻と時rLllの式は

又確火畔即 土

zt-忘 (8100ト - AelWL (L2)

又は - ÷ (Z･封 (O- +糾 一a (12)

白金螺の退貯 ま紫牌 を加えF1時は(2)式t71r Po-al･'I

で衷されるが更鯨には糾 矢を考えねはf=らねので白

金畔 両の温世経過は(ll)に近いものと考えてよ い ｡

健3=.tJlα】を考えて (13)式を白血税のiA躍 p'･の式

と見助して頃扱 う｡

Lp-忘 (pp-pq)- qL (Z3)

Ela

BI班 lに 】.ごL-I2を解くと之は火なる細剤をもった

氾粉となるが Dlel叫)Eの式では Ⅰ2日1-位とfJ:るべ

きであるから l)rekopfの冊柚は全く冶令しないこと
ll

が列ろ｡鮎4には疋糾弧状が汎称 こ付 で す シ T7〆ク7

をIM Jして測rLjiiした仁llおも捕いたがその紙等主も岡随で

あって Drebpt式が成井し1..1･ことゝ (日)式の成

立+ろことが朋 ｡団Sに ,･一志 を嬬くと之は旅

糾 したitl軌 こなるが Io相を切る点から規約茄の粉合

α-1OmLlllSCe -'l火託の機令 α=17mLllLSeCであ

る｡諏inuLと計3T班を災21こ示す｡

I
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OBCO C･5･W O3'6 0230 0】82 JV

Ⅰ.;.17':a, ,:-;I ･;846 ,三:;2 :.: Ⅰ三三2 iS,

EJ亡 0.7､8 0539 03朗 0.20350189

h三L- 3?･1 539 7.28 8.日 900

lr王(I+ZT) llb 勺97 】06 Zll Z48

】
一一- 】893 27】 350 .121 45l

L.!

ht os28 0369 0286 0238 0222

1㍉J. 26･1 3ら9 5.72 7.C8 Iit

滋 3 瀬切記法 Ⅰ)Jtび虫部IlrnIJ
L+mllllSeC 20 38 50

0946 0898 0.779

a,895 0,BO7 0d87

).116 1.2J I65

0.665 09tO O.748
0730 0928 056O

z〇T4 12t ●lT8

夫に姓YT芯泣 Ⅰ一と蛙覇喝.'lLllI'のitは 班をJ13にあ

げIL･t--tを措くと団6の如''=ろ｡之上蛸 壷

棚に片して ql-3Orns･町ち

L･･-嘉 (o･･-o･卜 33

発火甘に対しては牡抽翠の棚合

'r一読 (ど--P･ト ーO ･(15)瓜火ji(=

対しては市2TrIの常軌が 117と1=ろ｡常牡が付からn'になった

のほJ純 粋 TLSにとった為でもろ●td6の在校の払拭からI肯 -7
7Le･-小 一̀ ､'6,Lかろに白銀 の馳 且空一三E'J-'8

5Obc｡′.･･litC如 て 古 -｡｡二4･一方ヨS的 叫 凱 "･し

青 竜 - -.T (け'従って e･1173oC-T

仏BLl,弊火在れ【三(14) ,h._-86X.｡叫x.j敷 " 5m

s (..)と([5)式J._r･比較すると郡2rJtの常鞍の凸があ

るがこの乃はEl血輪のiA度と発火廿のi且腔との点

上Jを験すものと呼えてよい｡この蓮は張的粥に於-Cl三(30

-10)120'C級錦 ･.･ミ畑 こ机 ては (30一】7'-.3であろ｡ Z一

半は lm sの時制でiAJbこ何蛭｣_るかを示すll腔でも

Z.'がZlミド従ってjLl'Q)大小に伐り見ろ｡∫.-50Tn

5叫 .珊 野では Z-769C従って ユ8-2O m Jx78-1520BC,..'i火王では Z-9.20C 従って

3J-13x92-り20･00C./.-sn一与 0

'･時,珊 苛てriZ 33.



(8) 焚火金時nn.以J:に於ではW rrTI1.1二

村LLR火ノ)tLlr,Tし 常政一kドQ)也 :沈北rろことを

ねじたが兄火する迄の糞時間 I･は (Ⅰ21,rl2')式で苅

さLLろolかち ,･-I.+･4.だ●･ ･(le)

又は ･･-,L･÷ 卜i:帝 ･e rl8･)

従兼の耕す実に放ては L･叫.と考えらLLているがこの

Pほ はBIのものである｡糊 氏J)電 昏 ナ シ T T タ ?

をfflいた-'Alわに鋲ちと多款7)発火Jl.=対して
II]J-一泊85t (19)

の亦辞が近似的に射 すろが之は

J o霊 三三霊 望 :e;に (5,.=芸

4-)7m Jl･-1b 一九 JIJ･が脚 .こ申 して成立す

ることを故VEに依って71-.1したが之等7)防 御 Lら雄姿す
ると近似的には発火棚 lLと句読 Jとのm)には

IIrL COnStが壌立 rろことが分ろ｡連に云えは尾

脚 終 い一に対しては èド t CO恥t-斤lごとし う2g7

式/i,作らねばならない.

Ⅳ 交流に依 る耶 発火の可払

二 : : こて' -守 :_-:::/ :

l巨 -辛 ,nd･～) - St-B･,I(十 ･-忘

sln2V,ト con.I . (,_2)

一〇で -■-叫 であるからconsL一〇となる｡1V波訟

I r-; 人の'W 2珊軌 那 Jtも納 してL%い

かち Pp-I,･-･.･t,)一半 ･叫 ･(2-ど)
申ち Ⅰ(りJこ放けろ紙誌の和合と和一になI)必読の

ft誰 岬 で')に ).一･｣ 与一切:入ろだけである｡廿火
1 2

でたいJ6分の発火甘7)温資変化を弊十式､三六の如くIL

ろ｡ .諾･Lか ÌL･･!-1告 ,n2rL-Lp.･L2-3)

之1,l称ナは

8-tp･･ 賢 一豊 ト音 -(I- +帆 -L･

一記 録 u2′′--2!- 2I･) (2-4)

焚火廿のiA鑑上外の帳向(+_irLJ淡の均公租3の Ⅰに於

て示した如く｣.外しでは行くが之が安班の2S強E2的.こ

1rEJ水中lこi丘い凸.缶に上外する処が出てきてしかも

そのBZlljiはその稚JS失って発火旦Itの他校tと仇合

されるから焚火の朱時rmを弟ナ曲擁lはでこぼこの曲

投とf=I)しかもその形は雄 曲馬払'J8台.JH=壌ち攻

句に榊 か｢ろ｡価ち脚 雅火?柵 l及びiL恥51.好軌ナろ

わけであって,こq)fiI形の変動はl'L投法小で lが不収

那こな乙相識だlL｡又新和 1.又はat_大官捷 l-

が小の田曲R lが発く.なってきて発火時mb;破 くT=

ろ｡捷てAItZti小T.t捷小のISは井火のBinth :大に

乱れこくるのであって之が変泌 二位ろ発火にも,-)帆

のある士B節Blであるb Iに於 ては和談 の初台

D,eko〆 の.L.(火JJ肘 がきく触 しか Lことを明か

にしたがこの2t:を誠としてガ火時肘は紗那 与mlとの粥

伽 ､ら 7)rcbPrは交結花潤の有職 昨なこと7'rBじて

いるが之はその非の瓜火力肋 ;ⅨlくTfいからJL介

が軌 .のであって蛾 の不敵 柑 まむしろ上妃のbく

点火の不純7Etif:lttlこちらのであって必･TLも舛蝶時

間との詫緒とは取らないのである｡付せ時ILqとの常並

で名所するには 1に放て逮べた如くこQ.ルtFI即t!そ

のものを T)TLkopEの考え方より官に立入ってPF究し

た上でなけ21.措定bI:がT=いのでもろ｡
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白銀 と発火秒Ilの児火腎とQT,Et件等を考えて発火

潜の且乾 Jと時m Eと屯汰 Ⅰの究経を正謙l=対して

威 的に退出筋注でとくと.
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とたち｡この-*棚 は塊虫かLDfqL･,ltろ Fと J空のEq

操を近似的J=ylL柑ろ｡ 之に椅LDreko〆 の併 存丈

は B∫-1lS忘 (- ･){･あるがこの式は Lと .,

の和 上7ひられろ- 告桝 し批 い｡A式の告

はLI式の05L=吋EBでろわ.ナであらが. 式̂lllのCST

が環卓である｡このit以'_/最良血LらJiZめた｡a)ち南tJ(

形を近虹叫 で刃紬常放97を打紐で求めたのであって
73られた J-ド式^は度詮上の一応の乱礎をもつと弗

に9;段位{_,Aく点し79て架llH･R卒fL Ll,Jf,也 (之

は白金qZdか r蛙が五山は..71井されろ)P,I,p'(榊 )

の電路を昭恥 形でJtLl等ていろJ.R*書らii･別され

た DretopE 式との沌逆とEL.(発Ltgろ式でもち.

Drebpl-はIi式1,発火府7)iZl中でもも○内地 のiJL

座でもあると考えたがA式もその汝にLだFIlLlgろこと

を実.qにより戚めた｡fIlしこの申分 a の世は鬼って

くる｡末研究に於'=(ifaPL枚抗は温蛭に♯句作とした

が之はiaEtt.Lblとdt･に相当に鮒 ~るから Uの計井

に畏ては常泡の故紙でなく川辺とするii棚 田の中上J

班をJT]いればならない｡確火甘のid肋 ;鬼火iZl度とな
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